
令和７年度事業報告書

①　法人運営事業
（担当：総務課）

収支決算（決算書　21ページ～） （単位：千円）

⑴　会議の開催
　①　経営会議
　　ア　理事会

①　令和７年６月12日
　　議案10件 令和６年度事業報告について

　 令和６年度一般会計決算について
経理規程の一部改正について
令和７年度一般会計補正予算（第１号）について
役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正に
ついて
職員再雇用規程の一部改正について
職員退職手当規程の一部改正について
理事候補者の選任について
監事候補者の選任について
定時評議員会の招集について

　　報告６件 湊しらとり保育園事業に係る消費税の取扱いについて
湊しらとり保育園事業に係る給食業務委託契約の締結
について
職員就業規程の一部改正に係る会長専決について
中期経営計画の評価及び検証について
要望書に対する会津若松市からの回答について　
インターネット匿名掲示板に対する投稿への対応状況
について

②　令和７年６月27日　
　　議案７件 会長の選定について

副会長の選定について
常務理事の選定について
事務局長の選任について
評議員選任・解任委員会委員の選任について
評議員選任候補者の推薦について
顧問の委嘱について

　　報告２件 委員会委員の委嘱について
委員会委員長及び副委員長の選任について

③　令和７年９月18日
　　議案３件 令和７年度一般会計補正予算（第２号）について

第３期地域福祉活動計画素案について

寄附金収益 3,003 事業費 6,598
経常経費補助金収益 27,895 事務費 9,178

収入 支出
会費収益 9,424 人件費 37,070

事業報告

収入合計 54,883 支出合計 55,131
当期活動増減差額 △ 248

その他の収益 14,561 その他の費用 2,285
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令和７年度事業報告書

評議員会の招集について
　　報告１件 職員採用試験について
④　令和８年12月９日
　　議案６件 令和７年度一般会計補正予算（第３号）について

非正規職員給与規程の一部改正について
育児及び介護休業等に関する規程の制定について
第３期地域福祉活動計画の策定について
会員規程の一部改正について
評議員会の招集について

　　報告４件 令和７年度事業中間報告について
職員採用試験について
北会津保健センター及び北会津デイサービスセンター
指定管理者候補者の決定について
河東デイサービスセンターにおける転倒事故について

⑤　令和８年３月17日
　　議案９件 令和７年度一般会計補正予算（第４号）について

定款の一部変更について
職員給与規程の一部改正について
経理規程の一部改正について
令和８年度事業計画について
令和８年度一般会計予算について
役員等賠償補償責任保険の契約について
評議員選任候補者の推薦について
評議員会の招集について

　　報告３件 中期経営計画の評価及び検証について
基本金の整理について
12月理事会における付帯意見について

　　イ　評議員会
①　令和７年６月27日
　　議案６件 令和６年度事業報告について

令和６年度一般会計決算について
令和７年度一般会計補正予算（第１号）について
役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正に
ついて
理事の選任について
監事の選任について

　　報告２件 湊しらとり保育園事業に係る消費税の取扱いについて
中期経営計画の評価及び検証について

②　令和７年９月29日　
　　議案２件 令和７年度一般会計補正予算（第２号）について

第３期地域福祉活動計画素案について
　　報告１件 職員採用試験について
③　令和７年12月17日　
　　議案３件 令和７年度一般会計補正予算（第３号）について

第３期地域福祉活動計画の策定について
会員規程の一部改正について

　　報告４件 令和７年度事業中間報告について
職員採用試験について
北会津保健センター及び北会津デイサービスセンター
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指定管理者候補者の決定について
河東デイサービスセンターにおける転倒事故について

④　令和８年３月26日　
　　議案４件 令和７年度一般会計補正予算（第４号）について

定款の一部変更について
令和８年度事業計画について
令和８年度一般会計予算について

　　報告２件 中期経営計画の評価及び検証について
基本金の整理について

　　ウ　監事会（事業、会計監査）
①　令和７年５月22日
　　令和６年度事業報告、一般会計決算
②　令和７年11月27日
　　令和７年度事業中間報告、収支状況

　　エ　総務委員会
①　令和７年11月５日
　・　会員会費（一般会費）について
　・　最低賃金の改定に係る非正規職員の基本給見直しについて
　・　職員採用試験について
　・　決算における基本金（純資産の部）の計上誤りについて
②　令和８年３月５日（合同委員会として開催）
　・　職員給与規程の一部改正について
　・　基本金の整理（修正）について
　・　財政状況の共有について

　　オ　事業推進委員会
　　　　令和８年３月５日総務委員会との合同委員会として開催
　　カ　評議員選任・解任委員会

①　令和７年６月27日
　　評議員の選任について
②　令和８年３月17日
　　評議員の選任について

　②　事業運営委員会
　　ア　老人福祉センター運営委員会

①　令和７年８月22日
　・　令和６年度利用状況について
　・　令和７年度事業の取り組みについて
②　令和８年２月27日
　　令和８年度事業及び取り組み（案）について

　　イ　ボランティア基金運営委員会
①　令和８年２月25日
　　ボランティア基金の取崩しについて

　　ウ　苦情解決委員会
①　令和７年５月28日
　　令和６年度下半期苦情内容・結果について
②　令和７年11月28日
　　令和７年度上半期苦情内容・結果について

　　エ　共済事業運営委員会
①　令和７年７月16日
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　　令和６年度事業報告・決算について
②　令和８年２月16日
　・　令和８年度事業計画・予算（案）について
　・　規程及び制度の見直しについて

　　オ　ボランティア学園運営委員会
①　令和７年８月26日
　・　委嘱状交付
　・　今年度の状況について
　・　次年度事業について
②　令和７年９月26日
　・　今年度の状況について
　・　次年度事業について
③　令和７年11月10日
　・　今年度の状況について
　・　次年度事業について

　③　事務執行会議
　　ア　経営戦略会議（月１回）
　　　　会長、副会長、常務理事、管理職職員による会議
　　イ　管理職会議（隔週１回）
　　　　経営戦略会議提出案件の協議、部署間の情報共有等
　　ウ　主幹・係長会議（月１回）
　　　　事業に係る意見交換、部署間の情報共有等

⑵　役員・評議員一斉改選に向けた準備
　　各関係組織に役員及び評議員の推薦を依頼し、６月27日開催の定時評
　議員会において新任の理事及び監事、同日の評議員選任・解任委員会に
　おいて新任の評議員を選任した。

⑶　会員の加入促進
①　会費
　　一般会費については、各地区区長会のご尽力により、前年度に引き続き
　目標額を超える実績を達成した。また、総務委員会、理事会、評議員会
　での協議を経て、令和８年度より会費額を200円から300円への引上
　げを決議し、区長会の役員会等に出席し協力を要請した。
　　施設会費については、社会福祉施設団体共済事業加入施設より引き続き
　協力をいただいた。
　　特別会費については、令和６年度で特別会員加入推進員による訪問活動
　を終了したことや、新規加入の要請を実施しなかったため、大幅な実績減
　となった。

②　寄付の受納
　・　受納件数 61件 （前年度比３件減）
　・　受納金額 （同　9,783,410円減）

種別 目標 実績 達成率 前年度比

施設 195,000円 200,000円 102.5% 5,000円増
一般 7,336,000円 7,504,300円 102.2% 43,700円増

4,094,295円

計 9,808,000円 9,424,300円 96.1% 601,300円減
特別 2,277,000円 1,720,000円 75.5% 650,000円減
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⑷　役員研修等の受講
　　県社会福祉協議会や会津若松市が主催する研修に参加した。

○　社会福祉法人監事研修
　　令和７年９月24日　ビックパレット福島　監事１名参加
○　令和７年度社会福祉法人役員等対象研修会
　　令和８年１月22日　オンライン　理事10名、監事２名参加
○　令和７年度社会福祉法人理事・評議員研修
　　令和８年２月20日　オンライン　理事９名、評議員８名参加

⑸　経営基盤の強化
①　財源確保に向けた要望活動の実施
　　４月３日付で会津若松市及び会津若松市議会に対して公費による財政
　支援や市有財産の運営施設（北会津保健センター及び北会津デイサービ
　スセンター、河東総合福祉センター桜河苑及びグループホームみなづ
　る）の取扱い等について要望書を提出し、４月25日付で市より回答書
　を受領した。また回答書受領後、市の各担当課と随時協議を行った。

　
②　県社会福祉協議会による財政分析の実施
　　介護保険事業の運営状況について県社協に分析を依頼し、指導・助
　言を受けた。また、法人の全職員を対象とした研修会に講師として招
　聘し、経営改善案や今後の取り組みについて学ぶ機会を設けた。

③　中期経営計画の進捗管理
　　３つの基本方針ごとに３項目ずつ設定した基本目標の達成状況について
　半期ごとに進捗状況を確認、検証し、理事会・評議員会に報告を行った。

④　計画的な人材の確保
　　中期経営計画における定員管理計画と現在の職員体制に基づき、令和８
　年度採用の職員採用試験を実施した。
　・　採用者　３名（介護支援専門員、介護福祉士、看護師）

⑹　広報・啓発事業の推進
①　広報の充実と情報発信力の強化
　ア　「社協だより」の発行

№196･６月号　　№197･11月号　　№198･２月号
　イ　「桜河苑だより」の発行（担当：在宅サービス推進室河東）

№63･９月号　　 №64･３月号
　ウ　ホームページ、問合せフォームの活用
　エ　フェイスブックの活用

②　情報開示の推進
　　事業計画や現況報告書、定款等についてホームページ及び財務諸表
　等開示システムにより適切に公表を行った。

③　第79回福島県社会福祉大会の開催協力
　　令和７年10月23日に会津風雅堂で開催された第79回福島県社会福
　祉大会について、企画運営委員会への参加、前日及び当日の係員配置
　など開催に協力した。
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⑺　リスクマネジメントの推進
①　福祉サービス苦情解決事業
　ア　苦情解決委員
　　　宮城　卓二　委員（市区長会）
　　　𠮷川　孝二　委員（市民児協）令和７年11月30日まで
　　　小山　豊　　委員（市民児協）令和７年12月１日から
　イ　要望・苦情受付件数 11件（前年度比９件減）
　　（主な苦情・要望内容）

　○　職員の言動について（湊こどもクラブ）
  ○　職員の対応について（河東デイサービスセンター）
  ○　送迎時の運転業務について（河東デイサービスセンター）
  ○　受付職員の接遇について（北会津保健センター）
  ○　相談者来所時の騒々しい状況について（地域福祉課）
  ○　個人消耗品の取り扱いについて（グループホームみなづる）

　ウ　研修への参加　
　　　県社会福祉協議会が主催する研修に参加した。
　　・　令和７年度苦情解決責任者・第三者委員研修
　　　　令和７年12月10日　郡山市
　　　　苦情解決委員１名、苦情解決責任者１名参加

　　
②　非常時体制の整備
　・　介護サービス事業における備蓄品の確保とリスト化に取り組んだ。
　・　各施設において避難訓練に取り組んだ。

③　役員賠償責任保険への加入
　　令和７年３月理事会で議決された内容に基づき、法人並びに役員に適
　用される賠償責任保険に加入した。

⑻　労務環境の整備
　　関係法令の改正に伴い、育児及び介護休業等に関する要綱を規程として新
　たに整備し、勤務時間の短縮や該当職員への意向確認等について明確化した。
　  また、最低賃金の改定に伴う非正規職員の給与引上げを令和８年１月１
　日付、初任給額の引上げとそれに伴う若手職員の給与引上げを令和８年
　４月１日付でそれぞれ実施し、労働意欲の向上に努めた。
　　さらに、年１回のストレスチェックにより高ストレス者と判定され、面談
　を希望した職員（１名）に対する個別面談を産業医に依頼するとともに、事
　務局長、事務局次長による正職員・再雇用職員との面談、課長・室長による
　非正規職員との面談を実施し、担当業務の進捗状況や業務上の悩み等につい
　て聞き取りを行った。

⑼　職員の創意工夫の喚起と研修の充実
　　令和６年度、７年度採用職員の資質向上を目的に、前期２日間、後期２日
　間の計４日間実施した。法人の制度的根拠や組織体制、事業内容や各部署で
　の実地研修に加え、ふれあい・いきいきサロンの支援、ボランティア学園へ
　の参加など体験を重視した研修を実施した。
　　また、令和６年度、７年度採用の職員５名について、県社会福祉協議会主
　催の「市町村社会福祉協議会職員研修（新任職員編）」に参加した。
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⑽　職場環境の整備
　　安全衛生委員会を月１回開催し、就業環境の改善と職員の健康状態の把握
　に努めた。
　①　産業医による職場巡視 １回（湊しらとり保育園）
　②　全職員に対するストレスチェックの実施 １回
　③　照度計及び二酸化炭素濃度測定器による確認 随時

⑾　庁舎移転に向けた取り組み
　　会津若松市市民協働プラザへの令和８年５月７日移転に向け、説明会
　への出席、市担当課との協議の他、引越し委託業者の選定、電話・イン
　タ―ネット回線関係業者との調整、公用車駐車場の選定等、想定される
　調整事項について逐次対応した。
　　また、所在地変更に伴う定款変更手続きのため、理事会・評議員会に
　関連議案を提出した。

⑿　日本赤十字社（日赤）事業への協力
（担当：在宅サービス推進室）

　　事務の取扱いについて市と協議を重ねた結果、令和８年度より社費の
　徴収事務については市が行うこととなった。また、赤十字奉仕団に関す
　ること等その他の事務については継続して協議することとした。
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②-１　地域福祉活動推進事業（生活サポート事業）　
（担当：地域福祉課　生活支援係）

収支決算（決算書　28ページ～） （単位：千円）

⑴　総合生活相談事業の充実
①　ふれあい福祉センター総合生活相談所の充実
　ア　ふれあい相談
　　・　一般相談件数 1,417件（前年度比798件増）
　　　　主な相談内容 生活全般、離婚・債務など
　　・　傾聴相談
　　　　開催日数 93日（電話相談週２回、ほか訪問等面談による相談）
　　　　相談件数 延155件（前年度比57件増）
　イ　専門相談
　　・　法律相談 12日開催　69件（前年度比２件減）
　　・　成年後見、権利擁護相談 １日開催１件（同　４件減）

②　ワンストップ相談窓口の開設(週３回　月・水・金）
　　相談件数 178件（前年度比52件増）
　　貸付等の相談は減少したが、一時的な食糧支援が多かった。

③　地域なんでも相談会「あのね」の開催
　　地域のカフェの参加者や、薬局に来た方に本会の事業をＰＲしながら
　相談しやすい関係づくりに取り組んだ。カフェ利用者などから認知症に
　対する介護経験談、高齢者の一人暮らしに対する不安などの話があり、
　福祉サービスを紹介するなど支援に繋げた。
　　・　東山地区　　ひがしカフェ　12回（前年度比増減なし）
　　・　北会津地区（ほたるカフェ）１回（前年度比２回減）
　　・　会津若松市まちゼミ　　３回　参加者16名（新規）
　　・　あいあい薬局　３回（新規）

⑵　権利擁護支援体制の推進
①　日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業）の推進

（県社協受託事業）
　・　生活支援員（非常勤） 12名 （前年度比２名減）
　　　県社協策定の「日常生活自立支援事業生活支援員配置要領」変更
　　に伴い、生活支援員を４月１日付けで委嘱から非常勤職員として雇
　　用した。
　・　契約者数 35名 （前年度比５名減）

（内訳）新規件数 ７件

事業収益 206 助成金費用 2,650
その他の収益 67 その他の費用 702

経常経費補助金収益 2,890 事業費 3,033
受託金収益 18,776 事務費 95

収入 支出
寄附金収益 10 人件費 23,256

当期活動増減差額 △ 7,787

事業報告

収入合計 21,949 支出合計 29,736
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　　　　解約件数 12件
　・　支援件数 延2,637件　1,688時間

（前年度比　1,194件減、419時間減）
　　　成年後見制度への移行により契約者数の減少と、契約者各々のモニ
　　タリングによる支援計画の変更（支援内容、回数等）により減少した。
　・　契約締結審査会出席　 ６回
　・　成年後見移行検討カンファレンス開催 ２回
　・　日常生活自立支援事業担当者等会議への出席 ５回
 　 （内訳）
　　 　利用料改定に係る事務手続き説明会 １回

　市町村社協担当者会議 １回
　業務説明会（新任担当者研修） １回
　事務手続き検討会議 １回
　制度運用検討会　 ３回

　・　支援者向け研修会の開催　１回　参加者数34名（新規）
　・　生活支援員養成研修会の開催 １回 参加者数19名（新規）

②　法人後見事業の実施
　・　受任ケース　 1件
　・　法人後見運営委員会開催 2回
　・　成年後見制度に関する研修会に参加 3回
　・　権利擁護支援に関する事例検討会に参加 3回
　・　「成年後見担い手育成ワーキンググループ」への参加　 5回

⑶　生活困窮者等生活自立支援の推進
①　生活福祉資金等の貸付事業

　　　　ア　生活福祉資金の貸付（県社協受託事業）　　　　
　　　貸付件数　 14件 （前年度比11件減）
　　　貸付金額 3,060,000円（同　3,958,000円減）
　・　県社協との連携による借受世帯に対する償還指導　１回
　イ　新型コロナウイルス特例貸付（県社協受託事業）
　　　新型コロナウィルス感染症に伴う特例貸付借り受け世帯に対し、
　　電話・訪問・郵送によるプッシュ型の償還支援業務、生活支援業務
　　（生活状況の把握、生活再建に向けた支援へのつなぎ）を実施し、
　　県社協や関係機関と連携・協働しフォローアップ支援に取り組んだ。
　　・　支援対象借受世帯数　349世帯
　　・　相談支援回数　　延753回

　　　　　・　社協連携による特例貸付借受人へのフォローアップ支援
　　　推進委員会出席 ４回 （前年度比増減なし）
　ウ　高額療養費の貸付（市受託事業）
　　　貸付件数 36件（前年度比２件減）
　　　貸付金額 6,042,017円（同　2,472,378円減）
　エ　社会福祉資金の貸付の在り方の検討
　　　未実施
　　・　貸付件数 ０件（前年度比増減なし）
　　・　償還件数 ０件（前年度比４件減）
　　・　償還金額 ０件（同　11,000円減）
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②　フードバンク事業
　　事業実施要綱を策定し、支援対象者及び支援決定の基準を明確にし、
　広報紙やホームページ等で事業周知を継続したことにより、社会貢献事
　業として取り組む企業が増え、企業・団体からの受入件数の増加につな
　がった。
　・　提供件数 288件（前年度比46件増）

　（内訳）企業・団体 　64件（同　28件増）
　　　　　個人  224件（同　38件増）

　・　受入件数 85件（前年度比15件増）
　（内訳）企業・団体   30件（同　４件増）
　　　　　個人 　55件（同　11件増） 

③　生活困窮者自立支援事業充実に向けた協議・研究
　　生活困窮者支援のための会議に出席し、市、民生児童委員、地域包括
　支援センター、ハローワーク等との情報の共有を行った。

生活困窮者支援調整会議出席 ６回（前年度比増減なし）

⑷　アウトリーチ等を通じた継続的支援事業（市受託事業）
　　指名業者入札の結果、受託できなかった。

⑸　福祉人材センター協力事業（県社協受託事業）
　○　「福祉の職場合同就職説明会」の開催協力（7月18日）

　・　情報提供および啓発・広報事業の実施
　・　福祉の仕事相談会への協力
　・　合同就職説明会の案内周知

⑹　未来きぼう応援金事業
　交付件数　　　　 53件（前年度比１件増）
　交付金額　2,650,000円（同　50,000円増）
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②-２　地域福祉活動推進事業（ふれあいのまちづくり事業）　
（担当：地域福祉課　地域福祉係）

収支決算（決算書　28ページ～） （単位：千円）

⑴　第２期地域福祉活動計画の進捗管理並びに第３期地域福祉活動計画の
　策定
　　前年度の取組状況について、経営戦略会議における内部評価を経て、
　地域福祉計画等推進会議による外部評価を受けた。また、第３期計画
　（期間：令和８年度～令和13年度）を策定した。

⑵　小地域ネットワーク組織化事業の推進
①　既存８地区社協への運営支援
　○　交付金額　5,948千円(前年度比1,080千円増）

②　新規設立地区　２地区（目標3地区）
　　一箕地区と北（高野・町北）地区において、地域づくり協議会の福
　祉部会に地区社協機能を付加し、福祉分野以外の部会とも情報共有・
　協力ができており、活動が活発である。
　　設立には至らなかった行仁地区においては、地域づくり協議会福祉
　部会に参加し企画の提案やイベントのスタッフとして参加した。

③　既存８地区社協の活動支援

広報紙の発行、小学校での認知症サポーター養成講座
（役員による寸劇）
健幸スクール、ＳＯＳ訓練
買い物ツアー、おせち食材宅配サービス支援
健幸スクール、認知症にやさしい声かけ訓練
こども園と高齢者の交流事業（ご自宅訪問）、サッカー教室
の開催
ボランティア輸送、年間を通した健康イベント
各種団体への支援（夏まつり、ウォーキング＆大芋煮会等）
日新地区七夕交流会、地域支え合い担い手講座、ふれあい
昼食会

　○　北会津ふれあいネットワーク支援（担当：在宅ｻｰﾋﾞｽ推進室北会津）

収入 支出
経常経費補助金収益 11,486 人件費 17,749

収入合計 19,765 支出合計 29,327

助成金費用 6,461
その他の費用 447

受託金収益 8,252 事業費 4,589
その他の収益 27 事務費 81

日新

内容 開催回数 利用者数 前年度比
健幸スクール北会津校協力 10回 149名 26名減

北会津
湊
河東
謹教

大戸
城西

当期活動増減差額 △ 9,562

事業報告

地区名 主な事業
東山

あんしんバトン事業配布 ９回 ９名 ３名増
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　〇　河東ふれあいネットワーク支援（担当：在宅ｻｰﾋﾞｽ推進室河東）　

　　　　　　
④　各地区社協情報交換会
　　既存地区社協と未設置地区の代表者や関係機関による情報交換会を開催
　した。

令和７年11月27日　　　参加者27名（地区社協９地区・未設置４地区）

⑤　会議等への参加
 ア 民児協理事会・研修会　16回（前年度比3回減）
 イ 地区民児協会議　      74回（同　44回増）
 ウ 包括ケア会議　        28回（同　３回増）
 エ 包括ミニケア会議    　15回（同　15回減）
 オ 地域づくり協議会（委員会）　14回（同　31回減）
 カ 既存地区社協会議・支援　96回（同　29回減）
 キ 地区社協の説明　      ２地区（鶴城地区、行仁地区）

⑶　高齢者等地域活動支援の推進
①　ふれあい・いきいきサロン活動支援事業
　　助成金交付要綱を見直すとともに、地域の高齢者とボランティアな
　どが共同で企画・運営する仲間づくりの活動に、助成金の交付や職員
   派遣など活動を支援した。
　・　活動団体　　114団体（前年度比3団体減）　
　・　延開催回数　2,809回（百歳体操含）（同　34回減）
　・　助成金額　　2,257,500円（同　6,000円減）
　・　支援回数　　95回（同　３回減）

②　空き家等を活用したささえあい拠点認定制度事業
　・　認定　１団体（前年度比増減なし）
　・　相談　２件（同　２件増）

③　一人暮らし高齢者会食会事業
　　民生児童委員協議会単位４地区で実施した事業に対し、活動費を助成

一人暮らし高齢者ヤクルト給付事業 １回 80名 １名減
一人暮らし高齢者支援事業 12回 188名 19名増

在宅要介護世帯、障がい児激励品給付事業 １回 12名 １名増
一人暮らし高齢者おせち料理給付事業 １回 82名 ２名減

SOSネットワーク模擬訓練、要援護者避難訓練 １回 43名 ８名減

認知症サポーター養成講座 １回 29名
認知症の人にやさしい声掛け訓練 １回 25名

健幸スクール河東校運営会議 ２回 15名 －
地域ボランティア普及事業（表彰事業） - - －

内容 開催回数 参加者数 前年度比
健幸スクール河東校協力 12回 189名 －

役員会、総務会 18回 113名 －

ひまわり弁当配食サービス事業支援 ６回 316名 －
かわら版（第９号）の発行 河東地区全戸配布

ボッチャしま専科支援 19回 445名
一人暮らし高齢者支援 ３回 35名
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　し開催を支援した。
　・　実施地区　城北地区（令和７年５月25日）　
　　　　　　　　一箕地区（令和７年９月14日）
　　　　　　　　門田地区（令和７年10月９日）
　　　　　　　　行仁地区（令和７年10月16日）

④　緊急連絡カード配備事業
　　民生委員児童委員と協力し、要支援者の実態把握と緊急時における対
　応を支援した。
　 新規配備件数　66件（前年度比４件減）

⑷　生活支援相談員配置事業（県社協受託事業）
　　避難者地域支援コーディネーター２名を配置し、県社協や関係機関との
　連携により活動した。また、復興公営団地入居者と自宅の定期的な戸別訪
　問を実施し、コーディネーターの周知と顔の見える関係性の構築に努めた。
　　会津若松市内に避難されている方々と地域住民が交流できる場（小法師
　サロン）の開催、各復興公営住宅での講習会（出前講座）による日常生活
　の情報提供を行った。

・　復興公営団地サロン活動等への参加　32回（前年度比30回減）
・　復興公営団地入居者、再建者の戸別訪問695回（同　511回増）
・　小法師サロン等の開催等　９回　延参加者120名（同 ３回増）
・　会議・研修会参加　41回（同　13回増）　
・　相談件数　５回（同　２回増）

⑸　福祉団体育成・支援事業
    社会貢献活動を行う団体に対し、活動費の助成などにより支援した。

①　活動費の助成

会津若松市区長会 円
会津若松市民生児童委員協議会 円
会津若松市各方部民生児童委員協議会 円
会津若松市老人クラブ連合会 円
会津若松身体障がい者福祉会 円
認知症の人と家族の会福島県支部会津地区 円
会津若松地区更生保護女性会 円
会津若松市保育所連合会・保育士会 円
会津若松市保育所保護者会連合会 円
会津若松市こどもまつり実行委員会 円

円

②　第45回会津若松市子どもまつりへの協力
　　疑似体験やゲームを通して高齢者の身体状況を学ぶことで助け合いや
　ふくしの心を育むとともに、本会活動のＰＲを行った。
　・　実行委員会出席　１回
　・　前日準備　１回
　・　開催日　令和７年５月３日
　・　会　場　鶴ヶ城公園多目的広場
　・　来場者　203名

団体名 助成金額

100,000
200,000
50,000
100,000

合　計 3,887,700

502,000
400,000

2,315,700
100,000
70,000
50,000
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⑹　ふれあいのまちづくり地域福祉活動助成事業　　
　　社会福祉団体やボランティアグループなどが行うボランティア活動や地域
　との交流事業へ助成を行い支援した。

　・　助成団体 ６団体（前年度比１団体減）
　・　助成金額 720,000円（同　30,000円減）

⑺　子ども食堂応援金事業
　　子ども食堂を運営する団体へ助成を行い支援した。

　・　交付団体 ３団体（前年度比１団体増）
　・　交付金額 422,000円（同　22,000円増）

⑻　認知症の人と家族の居場所づくりの支援
〇　認知症カフェ連絡会の運営支援　負担金交付50,000円
〇　認知症カフェの開催支援
　　ボランティア学園「あいづっこぜみな～る」と連携し、認知症の人と
　 家族の会による　「カフェひだまり」の開催を支援 した。また、河東
　地区では「俺ん家カフェ」を開催した。

⑼　福祉実習生の受け入れ
　・　ソーシャルワーク実習（社会福祉士養成）　２名
　・　認定看護管理者教育実習　１名
　・　若松二中職場体験学習　２名
　・　竹田看護専門学校　６名

⑽　福祉バス運行事業
　・　運行日数　 46日（前年度比11日増）
　・　延利用団体数　 45団体（同　11団体増）
　・　延利用者数 687名（同　182名増）

⑾　奉仕銀行設置運営事業
　・　受入 112件（前年度比５件増：食料品・日用品等）
　・　払出 112件（同　５件増）
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②-３　地域福祉活動推進事業（ボランティア事業）　　
（担当：地域福祉課　ボランティアセンター）

収支決算（決算書　28ページ～） （単位：千円）

⑴　会津若松市ボランティア学園事業（第８期）
　　ボランティア活動参加へのきっかけづくりと多様なボランティア活動に
　対応できる人財養成を目的に開校した。

○　受講者数 27名（前年度比18名減）・延27名（同　19名減）
○　卒業者数 11名（前年度比４名減）・延11名（同　４名減）
○　開催状況 延講座開講数 42回（前年度比10回減）

初等課程　８回開催　受講者６名
あいづっこぜみな～る　10回開催　受講者５名
ご近所サポーターぜみな～る　８回開催　受講者７名
スマホサポーターぜみな～る　８回開催　受講者４名
災害ボランティアセンターサポーターぜみな～る

８回開催　受講者５名
（新規） 短期講座　災害ボランティアとは（学生対象）

８月９日・８月24日開催　５名
（新規） 短期講座　傾聴ボランティアとは　

８回開催　11名
○　行事 入学式 令和７年４月13日開催

全体交流会 令和７年８月28日実施 17名
修学旅行（栃木県）

令和７年10月２日実施 21名
ボランティアフェスタ 令和７年10月26日開催

来場者約300名
卒業式 令和８年３月14日開催

⑵　ボランティアマッチング事業
　　文書による手続きや紹介のほか、グーグルフォームやボランティアセ
　ンター公式ＬＩＮＥを活用し、登録の拡充とマッチング機能の効率化を
　図った。

○　ボランティア登録の推進と「ありがとね☺ボランティア」の周知
　・　ありがとね☺ボランティア登録者数185名うち障がい者29名
　　　　　　　　　　（前年度比141名減、障がい者10名減）
　　　　　　　　　　（グーグルフォームからの新規登録者43名）
○　相談件数（カムカム含）1,971件（前年度比191件減）
○　支援回数　874回（同　73回減）
○　ボランティア活動者交流会の開催

収入 支出
寄附金収益 30 人件費 14,671

収入合計 9,617 支出合計 18,238

その他の収益 404 助成金費用 766
その他の費用 506

経常経費補助金収益 8,403 事業費 2,225
受託金収益 780 事務費 70

当期活動増減差額 △ 8,621

事業報告
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　・　令和７年８月22日　　参加者13名
　・　令和８年３月14日　　参加者21名
○　公式ＬＩＮＥアカウントの管理運営と強化
　　ＬＩＮＥお友達登録者　累計99名（前年度比73名減）

⑶　自分発見ボランティア事業
　　高校生以上の学生を対象に、ボランティア活動を通して、自分自身の生
　き方と人間や社会を見つめる目を育む機会と福祉のまちづくりに寄与する
　ことを目的に、福祉施設等と連携して実施した。

○　活動先施設　31施設（前年度比３施設増）
○　延活動者数　90名（同　11名増）

⑷　除雪ボランティア活動事業
　　地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボランティアによる
　自力で除雪をすることが困難な世帯への除雪活動を支援した。

○　地域ぐるみ除雪ボランティア事業の推進
　・　登録地区数　95地区（前年度比１地区減）
　・　登録者数 　717名（同　25名増）
　・　除雪回数　3,299回（同　1,261回減）
○　除雪ボランティアスノーバスターズの加入促進
　・　登録者数　153名（前年度比116名減）
　・　除雪回数　 12回（同　76回減）
○　間口除雪助成事業の受託（市受託）
　・　実施地区数　62地区（前年度比８地区減）
　・　除雪回数　2,289回（同　1,103回減）
○　除雪相談窓口の開設
　・　総受付件数（問合せ含） 15 件
　・　除雪件数（本会調整分・スノーバスターズ含む） 12件

⑸　ボランティア活動支援の充実
○　ボランティア活動保険の加入促進
　・ ボランティア活動保険加入者数2,691名（前年度比256名減）
○　ボランティア活動機材の貸し出し
　・ 総貸出件数　198件（前年度比81件増）
○　ボランティア連絡協議会の育成強化と会津若松市地域支援ネットワーク
　ボランティアとの連携強化
　　毎月の定例会や全体会、研修会等に参加し、ボランティア間の相互連携
　を支援した。
○　ボランティア連絡協議会主催「きばらし」の支援
　　開催回数　12回（前年度比１回増）
○ ボランティア活動者交流会「クローバー」の支援
　　開催回数　７回（前年度比増減なし）

⑹　企業の社会貢献活動への支援
○　電気点検・清掃ボランティア活動（80歳以上高齢者世帯対象）
　　実施なし

⑺　障がい者支援センターカムカムボランティア事業
　　ボランティア相談及び派遣窓口を担い、障がい者の社会参加や地域生活を

16
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　支援した。
○　ボランティア相談の充実
　・　相談件数　766件（前年度比28件増）
　・　支援回数　874回（同　73回減）
○ 「ありがとね☺ボランティア」の周知、推進（再掲）
　・　ありがとね☺ボランティア登録者数185名(前年度比141名減）
　　　　　　　　　　　　　うち障がい者29名（同　10名減）

⑻　福祉教育の拡充
○　小・中学校向けの「ふくし体験出前講座」の実施
　・　実施回数　　32回（前年度比11回増）　
　・　実施学校数　14校（同　３回増）　
　　　大戸小・一箕中・学鳳中・一箕小・北会津中・東山小・小金井小
　　　松長小・行仁小・城西小・河東学園（前期課程）・日新小・城南小
　　　謹教小　　　
　・　実施講座8講座(車いす体験、白杖体験、手話体験、高齢者疑似体験
　　障がい者スポーツ体験（ボッチャ）、認知症とお年寄りとのかかわり
　　方について、ふくし講話、点字体験）
○　地域、サロン、企業向け出前福祉体験教室の推進
　・　実施回数　１回（前年度比１回増）　
　・　実施数　  １件（同　１回増）
　　　　　　　　大戸公民館　   　　　　
　・　実施講座　２講座(車いす体験、高齢者疑似体験）
○　福祉教育モデル事業の実施（サービスラーニング）
　　指定なし

⑼　災害ボランティアセンター体制の強化
○　災害ボランティアセンター設置運営に関する行政・関係機関との連携
○　ボランティア学園と連携した人材の育成
　　ボランティア学園「災害ボランティアセンターサポーターぜみな～る」
　と連携し育成した。　延登録者数31名
〇　災害ボランティアセンター設置訓練の実施
　　会津若松市総合防災訓練が夜間開催のため参加要請なし。
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③　老人福祉センター事業
（担当：地域福祉課）

収支決算（決算書　35ページ～） （単位：千円）

⑴　老人福祉センター運営事業
○　利用状況
　　新規登録はあったものの、下半期は入浴施設が休止となり利用者が
　減少し、年間目標数には至らなかった。

○　祝日特別開館の実施　
　　敬老の日（9/15）　男38名　女５名　計43名利用　　  
○　無料デーの実施
　　延利用者数177名（前年度比142名減）
　　・　５月30日　利用者31名
　　・　７月31日　同　　36名
　　・　11月29日  同　　36名
　　・　１月28日　同　　39名
　　・　３月24日　同　　35名　
○　無料券配布事業　810名
〇　入浴施設の利用休止
　　入浴利用者の状況等を考慮し利用日を変更し運用して来たが、令和
　８年1月中旬に男湯浴槽が破損、一つの浴室を男女交互に使用するな
　ど対応したが、2月中旬に女湯浴槽も破損したため入浴を休止とした。
○　自主クラブの運営支援
　　希らら祭イベントの中に、自主クラブ体験コーナーを取り入れたこ
　とにより各クラブの会員が増となった。

その他の収益 130 負担金費用 10,206
その他の費用 38

経常経費補助金収益 8,579 事業費 1,452
事業収益 2,618 事務費 54

収入 支出
寄附金収益 20 人件費 8,570

年間目標 延14,000名 達成率98.2％

利用
者数

男性 延7,086名 前年度比679名減
女性 延6,662名 同　166名増

当期活動増減差額 △ 8,973

事業報告

開館日数 293日 前年度比増減なし

収入合計 11,347 支出合計 20,320

クラブ名 回数 延参加者数 前年度比
籐手芸 23回 312名 158名増

健康相談 延968名 同　203名減
ヘルストロン利用 延1,248名 同　  1名減

合計 延13,748名 同　513名減
１日平均利用者数 48.7名 同　0.6名減

ぴんぽん 73回 1,475名 213名増

書道 45回 404名 192名増
水墨画 14回 76名 17名増
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　創作舞踊クラブについては、高齢化等により11月で終了。
○　その他
　　年間を通した講座ではなく、一回一回好きな講座を選択し、好きな
　時に参加し学ぶことが出来ることで、参加者増となった。出前講座に
　ついては、当日体調不良のため欠席者が多かった。

⑵　会津若松市健幸スクール事業
　　「運動・食・社会参加」の各分野の講座を開催し、早期からの健康づくり
　・介護予防の支援に取り組んだ。また、ふれあいネットワーク（地区社協）
　が主催する河東、北会津校の運営を支援した。

○　希ららコース 16名　延人数143名（前年度比85名減）
○　河東コース 18名　延人数189名（同　19名減）
○　北会津コース 15名　延人数149名（同　26名減）

創作舞踊 ５回 13名 2名減
細字・実用書 18回 388名 5名増

太極拳 29回 198名 23名増

パステルアート 12回 110名 30名増
長生き（息）健康ヨガ 41回 533名 150名増

折り紙 24回 177名 13名増
絵手紙 23回 96名 37名減

パソコン 85回 636名 67名減
レク・ダンス 23回 779名 55名減

ネイルとハンドトリートメント ３回 10名 —

事業名 回数 延参加者数 前年度比

カラオケ 46回 1,075名 223名増
スマホ教室 13回 56名 ４名減

社交ダンス 44回 366名 13名減
大正琴 21回 69名 27名増

季節の行事・新春プレゼント １回 110名 —

５回 34名 17名減
出前講座・人生100年時代を生きる １回 ８名 21名減

単
発
講
座

ひしまきをつくろう・クラフト 12回 97名 ５名減
笑いヨガ　継続 11回 108名 47名増
ボッチャ　継続
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④　放課後児童健全育成事業
（担当：こども支援課）

収支決算（決算書　42ページ～） （単位：千円）

⑴　放課後児童健全育成事業（市受託事業）
　　地域施設・団体との交流を図りながら、労働等により日中保護者が家庭
　にいない小学生に対し、放課後における遊びや生活の場を提供した。湊こ
　どもクラブは、市の要請により定員を超える待機児童を受け入れし、松長
　第一・第二こどもクラブについては、別区域の待機児童を積極的に受け入
　れた。

①　湊こどもクラブ（湊学園内・１クラス）
　ア　年間開所日数　240日（前年度比７日減）
　イ　登録児童数

　ウ　利用者数　１日平均25.2名（前年度比３名増）

②　松長第一こどもクラブ
（松長コミュニティセンター内・２クラス）

　ア　年間開所日数　285日（前年度比５日減）
　イ　登録児童数

　ウ　利用者数　１クラス１日平均10.3名（前年度比0.8名減）

③　松長第二こどもクラブ（松長小学校内・１クラス）
　ア　年間開所日数　287日（前年度比４日減）
　イ　登録児童数

収入 支出

収入合計 58,820 支出合計 39,347
当期活動増減差額 19,473

事務費 116
その他の費用 515

受託金収益 58,750 人件費 35,863
その他の収益 70 事業費 2,853

４年 ２名 ４名減
５年 ６名 ２名増

２年 ４名 ７名減
３年 10名 ６名増

事業報告

学年 児童数 前年度比
１年 ９名 ５名増

２年 10名 ６名増
３年 ０名 ９名減

学年 児童数 前年度比
１年 ５名 ３名減

６年 ３名 ２名増
合計 34名 ４名増

６年 ０名 １名減
合計 32名 ２名増

４年 ８名 増減なし
５年 ９名 ９名増
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　ウ　利用者数　１日平均23.5名（前年度比1.3名減）
　エ　松長こどもクラブ合同事業
　　　クラブ間の交流を深めるため、合同遠足を実施した。

学年 児童数 前年度比
１年 ５名 ９名減

６年 ２名 ２名増
合計 35名 ５名減

４年 ７名 ３名増
５年 ２名 １名減

２年 12名 １名増
３年 ８名 増減なし
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⑤　共同募金配分金事業
（担当：総務課・地域福祉課）

収支決算（決算書　49ページ～） （単位：千円）

⑴　赤い羽根共同募金運動への協力
①　募金実績
　・　目標額 円
　・　実績額 円
　・　達成率

件 円 円減
件 円 円減
件 円 円減
件 円 円減
件 円 円減
件 円 円増
件 円 円減

②　配分内容
　　広域配分として令和８年度県内に配分 円
　　市町村配分として令和８年度に本会に配分 円
　（参考：令和８年度市町村配分内容）
　　・　一人暮らし高齢者昼食会事業費 円
　　・　火災見舞等緊急支援事業費 円
　　・　ふれあいのまちづくり事業地域福祉活動助成事業費

円

⑵　歳末たすけあい募金運動への協力
①　募金実績
　・　目標額 円
　・　実績額 円
　・　達成率
②　配分内容
　（令和７年度）
　・　障がい児福祉サービス事業所応援金（新規） 円
　・　除雪ボランティア助成金 円
　（令和８年度）
　・　ふれあい・いきいきサロン事業費 円
　・　小地域ネットワーク事業費 円
　・　ふれあいのまちづくり事業地域福祉活動助成事業費

円

収入合計 5,458 支出合計 5,483
当期活動増減差額 △ 25

助成金費用 5,101
その他の費用 25

収入 支出
経常経費補助金収益 5,458 事業費 357

法人大口募金 129 842,000 86,000
職域募金 102 1,554,261 47,613

戸別募金 40,269 7,378,750 143,000
街頭募金 2 42,964 24,480

事業報告

11,697,000
10,742,881

91.8%
種別 件数 実績額 前年度比

150,000
50,000

45,881

5,000,000
4,779,246

95.6%

計 40,614 10,742,881 387,523

10,497,000
245,881

学校募金 38 447,992 101,404
その他の募金 74 476,914 14,974

327,000
1,035,000

1,000,000
1,713,127

704,119
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⑶　災害たすけあい義援金受付
①　受付した義援金を各都道府県共同募金会に送金した。
　・　令和７年台風第15号災害静岡県義援金 1 件 円
　・　令和７年８月豪雨義援金（熊本県） 2 件 円
　・　令和７年８月豪雨義援金（鹿児島県） 2 件 円
　・　令和７年台風第８号に伴う災害義援金（沖縄県） 1 件 円
　・　令和６年能登半島地震災害義援金 1 件 円
　・　大分市佐賀関大規模火災義援金 1 件 円
②　災害義援金の受付窓口として協力した。
　・　令和７年台風第15号災害静岡県義援金
　・　令和７年８月豪雨義援金（熊本県）
　・　令和７年８月豪雨義援金（鹿児島県）
　・　令和７年台風第８号に伴う災害義援金（沖縄県）
　・　令和７年台風第12号災害義援金（鹿児島県）
　・　トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金
　・　令和６年能登半島地震災害義援金
  ・　令和６年能登豪雨災害義援金
　・　令和７年大分市佐賀関大規模火災義援金
　・　令和７年12月青森県東方沖地震災害義援金
　・　大槌町林野火災による災害義援金（岩手県）

10,000
15,000
15,000
5,172
962

10,000
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⑥　障害児通所支援事業
（担当：こども支援課）

収支決算（決算書　54ページ～） （単位：千円）

⑴　障害児通所支援事業（会津通園訓練センターたんぽぽ園）
　　障がい児の健やかな成長と家族支援に取り組んだ。

①　児童発達支援（未就学児・午前）
②　放課後等デイサービス（小学生から高校生・午後）
③　保育所等訪問支援事業（未就学児から高校生）

　ア　施設開放事業
　イ　児童発達支援センター研修会の実施
　　　「一人ひとりの”彩り”を豊かに　～その後の人生につながる養育
　　　を考える～」
　　　「すべての子どもたちが笑顔で過ごせる保育を目指して」
　　　講師：会津こころと脳のクリニック　院長　後藤大介 氏
　　　パネラー：通所支援事業、こども園、保育園
　　　参加者：30名

⑵　タイムケア・日中一時支援事業（市町村受託事業）　　　
　　障がいのある児者に対し一時預かり支援を行った。
　　受託先：会津若松市、喜多方市、会津美里町、会津坂下町
　　　　　　南会津町、猪苗代町（２市４町）

収入 支出

収入合計 33,935 支出合計 30,019
当期活動増減差額 3,916

障害福祉サービス等事業収益 27,451 事務費 171
その他の収益 56 その他の費用 502

経常経費補助金収益 37 人件費 26,857
受託金収益 6,391 事業費 2,489

前年度比 56名増 43名増  67名増
目標達成率 205.0% 97.0% 186.0%

年間目標 88名 2,829名 79名
延利用者数 180名 2,749名 147名

事業報告

開所日数 243日 　前年度比増減なし
児童発達支援 放課後等デイ 保育所等訪問

年間目標/稼働率 1,205名 稼働率　　139.8％
延利用者数 2,038名 前年度比　297名増

前年度比 0.2名増 0.2名増 0.3名増

開所日数 243日 前年度比増減なし

稼働率 74.1% 125.7% 120.4%
１日平均 0.7名 11.3名 0.6名

１日平均 8.4名 同　　　　1.2名増
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⑦　北会津保健センター事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　61ページ～） （単位：千円）

⑴　北会津保健センター事業（市指定管理事業）
　　市民の保健・福祉の増進を図るため、「健康と交流」をコンセプトとした
　事業を展開した。大浴室の設備不具合も改善したため、保養施設の利用者が
　増加した。

○　保健センター

○ 保養施設

○ 企画

○　市民自ら行っている健康づくり教室への支援

〇　令和８～９年度の指定管理者公募に申請し指定を受けた。

事業収益 7,641 その他の費用 3
その他の収益 281

収入 支出
受託金収益 11,201 事業費 20,583

年間目標 40,000名 達成率　   105.4％
延利用者数 42,167名 前年度比　5,904名増

当期活動増減差額 △ 1,463

事業報告

開所日数 242日 前年度比 　１日減

収入合計 19,123 支出合計 20,586

１日平均 116.4名 同　　　 　17.5名増

事業名 回数 延参加者数 前年度比

年間目標 36,000名 達成率　　101.2％
延利用者数 36,438名 前年度比　5,787名増

１日平均 174.2名 同　　　 　25.0名増

開所日数 313日 前年度比　３日増

内容 回数 延利用者数 前年度比
よつばの会（ピラティス） 21回 151名 39名増

キッズスペース・子育て図書館 — 20名 ２名増
ほたるカフェ
（認知症・子育て・障がい）

18回 216名 18名増

サロン応援企画 22団体 222名 27名減
ワンコインあづまらんしょ
（ピラティス、ズンバ、セルフ指圧等） 21回 167名 ４名減

３Ｂジャスミン ０回 ０名 同
花もも会 ０回 ０名 19名減
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⑧　介護予防事業
（担当：地域福祉課・在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　66ページ～） （単位：千円）

⑴　介護予防事業
　　介護認定を受けていない高齢者に対し、地域包括支援センターや関係機関
　と連携し、地域で継続して生活できるよう介護予防運動や知識の普及・啓発
　を行った。

○　希らら健幸教室事業
　・　地域サロンでの講師（講話・運動など）
　　　130回（前年度比44回増）
　・　市・地域包括支援センターや各種団体からの講師依頼　
　　　30回（前年度比３回増）

⑵　いきいきわくわく介護予防教室（市受託事業）

⑶　会津若松市河東園芸ふれあいセンターの運営（市受託事業）
　　介護予防の拠点として高齢者等の健康増進と生きがいづくりができるよ
　う支援し、作業を通しての世代間の交流や地域との交流を図った。

その他の収益 35 事業費 603
事務費 3

収入 支出
受託金収益 2,713 人件費 1,107

老人福祉センター
10クール 80回 16回増
延参加者数 1,196名 219名増

当期活動増減差額 1,035

事業報告

事業名 回数 実績 前年度比

収入合計 2,748 支出合計 1,713

河東地区
２クール 16回 -
延参加者数 122名 9名増

北会津地区
2クール 16回 -

延参加者数 126名 62名増

湊地区
1クール ８回 増減なし

延参加者数 88名 35名増

延利用団体数 163団体 前年度比12団体増
延利用者数 1,389名 同　169名増
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⑨　北会津通所介護事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　71ページ～） （単位：千円）

⑴　北会津デイサービスセンター（市指定管理事業）
　　通常通所介護事業（１日）、緩和デイサービスとも新規利用者獲得
　のため居宅介護支援事業所、地域包括支援センターへ営業活動を行い
　利用者確保に取り組んできたが、体調不良、施設入所、短期入所等に
　より減少した。

　ア　通所介護（定員28名）

　イ　緩和サービス（定員15名）

その他の収益 19 事業費 20,816
事務費 269

収入 支出
介護保険事業収益 66,485 人件費 50,499

事業報告

開所日数 307日 前年度比１日減
年間目標 6,928名 目標達成率93.9％

収入合計 66,504 支出合計 72,296
当期活動増減差額 △ 5,792

その他の費用 712

年間目標 694名 目標達成率78.5％
延利用者数 545名 前年度比122名減

１日平均 21.2名 同　2.2名減

開所日数 134日 前年度比同

延利用者数 6,506名 前年度比695名減
稼働率 75.7% 同　7.8％減

稼働率 26.9% 同　6.3％減
１日平均 4.1名 同　0.8名減

27



令和７年度事業報告書

⑩　河東通所介護事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　78ページ～） （単位：千円）

⑴　河東デイサービスセンター
　　コロナウィルス、インフルエンザ感染症を周知した際に利用を控える
　ケースがみられたが、新規利用者や現利用者の利用回数増に柔軟に対応
　し増加となった。

　ア　通所介護（定員40名）

　イ　緩和サービス（定員15名）

　ウ　設備等修繕の実施
　　　給湯用膨張タンク改修工事、暖房系統膨張タンク及び減圧弁交換
　　工事、気中開閉器及び高圧ケーブル更新工事、空調20系統（デイサ
     ービス） 温度センサー修繕工事等（合計3,711千円）を実施した。

⑵　介護サポートサービス事業
　　日中、在宅の高齢者に対し、社会的孤立感の解消と心身の機能の維持向上
　を図るとともに、在宅介護者の介護負担の軽減を図った。介護保険優先で区
　分支給限度基準額を超えて利用する方は前年度より増加した。

受託金収益 277 事業費 34,466
事業収益 457 事務費 887

収入 支出
寄附金収益 921 人件費 72,444

当期活動増減差額 △ 4,359

事業報告

開所日数 308日 前年度比増減なし

収入合計 104,587 支出合計 108,946

介護保険事業収益 102,848 その他の費用 1,149
その他の収益 84

開所日数 150日 前年度比６日減
年間目標 1,800名 目標達成率86.8％

稼働率 81.0% 同　5.3％増
１日平均 32.4名 同　2.1名増

年間目標 9,684名 目標達成率103.0％
延利用者数 9,983名 前年度比650名増

延利用者数 197名 同　52名増

１日平均 10.4名 同　0.4名増

開所日数 308日 前年度比増減なし

延利用者数 1,562名 前年度比８名増
稼働率 69.4% 同　3.0％増
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⑪　訪問介護事業
（担当：在宅サービス推進室　訪問介護係）

収支決算（決算書　85ページ～） （単位：千円）

　　利用者の居宅に訪問し、入浴、排せつ等の身体介護や、日常の家事等の
　生活支援を行った。
⑴　訪問介護事業（対象：要介護認定者）

⑵　介護予防・日常生活支援総合事業（対象：要支援認定者）

⑶　会津若松市子育て世帯訪問支援事業（市受託事業）

⑷　訪問介護サポートサービス事業（対象：高齢者、障がい者等）

収入 支出
寄附金収益 100 人件費 24,952

当期活動増減差額 △ 2,705

事業報告

延利用者数 435名 前年度比31名増

その他の費用 253

収入合計 23,963 支出合計 26,668

介護保険事業収益 23,819 事業費 1,291
その他の収益 44 事務費 172

延利用者数 ０名 前年度比５名減
目標達成率 0% -

目標達成率 88.0% -

契約者数 １名 前年度比２名減

目標達成率 107.7% -

延利用者数 688名 前年度比94名減

延利用者数 50名 前年度比８名減
目標達成率 86.2% -
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⑫　居宅介護事業
（担当：在宅サービス推進室　訪問介護係）

収支決算（決算書　92ページ～） （単位：千円）

⑴　居宅介護事業
　　障がいのある方の居宅へ訪問し、必要な支援を行った。

⑵　同行援護事業
　　視覚に障がいのある方が外出する際に、必要な支援を行った。

事業費 1

収入合計 5,699 支出合計 2,702

収入 支出
障害福祉サービス等事業収益 5,699 人件費 2,701

目標達成率 63.1% -

目標達成率 78.6% -

延利用者数 41名 前年度比24名減

当期活動増減差額 2,997

事業報告

延利用者数 169名 前年度比46名減
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⑬　重度訪問介護事業
（担当：在宅サービス推進室　訪問介護係）

収支決算（決算書　97ページ～） （単位：千円）

⑴　重度訪問介護事業

収入 支出
収入合計 0 支出合計 0

事業報告

延利用者数 利用登録なし 前年度比増減なし
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⑭　ガイドヘルパー派遣事業
（担当：在宅サービス推進室　訪問介護係）

収支決算（決算書　102ページ～） （単位：千円）

⑴　ガイドヘルパー派遣事業（市町村受託事業）
　　屋外での移動が困難な障がいのある方に対し、外出のための支援を行った。

収入合計 825 支出合計 222
当期活動増減差額 603

受託金収益 825 人件費 222
収入 支出

事業報告

延利用者数 42名 前年度比32名減
目標達成率 51.8% -
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⑮-１　認知症対応型共同生活介護事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　107ページ～） （単位：千円）

⑴　認知症対応型共同生活介護事業（グループホームみなづる）
　　認知症状態にある高齢者が、共同生活住居において自立した日常生活を
　営めるよう援助を行った。下半期に骨折や病気による長期入院に伴い２名
　が退所となった。

介護保険事業収益 40,055 事業費 5,347
その他の収益 398 事務費 286

収入 支出
寄附金収益 10 人件費 32,613

事業報告

開所日数 365日 前年度比増減なし
延利用者数 3,228名 同　52名増

収入合計 40,463 支出合計 38,881
当期活動増減差額 1,582

その他の費用 635

稼働率 98.2% 同　1.5％増
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⑮-２　認知症対応型通所介護事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　107ページ～） （単位：千円）

⑴　認知症対応型通所介護事業(みなづるデイサービスセンター）
　　認知症状態にある高齢者に対して、共同生活住居において自立した日常生
　活を営めるよう援助を行い、家族の介護負担軽減を図った。
　　上半期は新規利用者の確保や長期利用につながり稼働率の上昇がみられた
　が、下半期は職員の体調不良による長期休暇や退職が重なり職員の確保が困
　難となったため、利用者の受け入れが困難となった。　　

収入合計 1,731 支出合計 4,116
当期活動増減差額 △ 2,385

その他の収益 12 事業費 665
事務費 23

収入 支出
介護保険事業収益 1,719 人件費 3,428

稼働率 30.9% 同　8.7％増
１日平均 1.1名 同　0.4名増

事業報告

開所日数 242日 前年度比１日減
延利用者数 225名 同　63名増
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⑯　へき地保育所管理経営事業
（担当：こども支援課）

収支決算（決算書　114ページ～） （単位：千円）

⑴　湊しらとり保育園の運営（市指定管理事業）
　　子どもたちの健やかな育ちのために、地域の協力を得ながら個々の発達に
　応じた保育活動や子育て支援を行った。また、行事等については計画通りに
  実施した。

○　保育日数　291日（前年度比１日減）
○　登録園児数

○　利用者数　１日平均14.8名（前年度比7.8名減）
○　主な事業
　ア　幼児英語保育
　　　３・４・５歳児を対象とした幼児英語教室を実施した。
　　　５～12月　月２回　計16回
　イ　体力づくり
　　　スポーツリズムトレーニング事業を３・４・５歳児対象に実施し、
　　体力の向上に繋がる保育を行った。
　ウ　茶道教室事業
　　　４・５歳児を対象に茶道教室を実施し、１月の親子教室（新春茶
　　話会）にて保護者７名・職員８名にお点前を披露した。
　　　５月～12月　計７回
　エ　地域交流
　　・　地元の野菜を使用した給食の提供及び子どもたちが畑で野菜づく
　　　り、等を行い収穫物を給食として提供した。　

月１回　12回実施
　　・　かたりべ会で、湊地域の方に昔話を聞いた。　年10回実施
　　・　湊学園との合同避難訓練・湊公民館事業への参加・特別養護老人
　　　ホームへの訪問など交流を行った。

収入 支出
経常経費補助金収益 2,699 人件費 35,252

当期活動増減差額 470

事業報告

年齢 園児数 前年度比

その他の収益 38 その他の費用 825

収入合計 55,447 支出合計 54,977

受託金収益 49,325 事業費 18,751
事業収益 3,385 事務費 149

４歳児 ４名 ２名減
５歳児 ５名 ６名減

２歳児 ４名 １名増
３歳児 ３名 １名減

０歳児 ０名 ２名減
１歳児 ３名 １名減

合計 19名 11名減
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⑵　乳児家庭全戸訪問事業（市受託事業）
　　湊地区における対象家庭を訪問し、乳児や保護者の心身の状況、養育、
　環境の把握、育児に関する不安や悩みに対する相談等、早期からの子育て
　支援に取り組んだ。

訪問世帯数　１世帯（前年度比増減なし）
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⑰　地域包括支援センター事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　121ページ～） （単位：千円）

⑴　会津若松市河東地域包括支援センターの運営（市受託事業）　　
　　地域住民の健康保持及び生活安定のために必要な助言を行い、保健医療
　の向上と福祉の増進を包括的に支援し、高齢者の虐待防止や認知症高齢者
　に対する事業を実施した。また、多問題・支援困難ケースを支援するた
　め、ケアマネジャー等と連携した。さらに、河東ふれあいネットワークと
　連携し、堂島地区(熊野堂)で認知症の方の声かけ訓練等も実施した。　

①　高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業
　・　フレイル予防教室の協力　２回
　・　フレイルチェック　2ヶ所(南高野で２回、広田４回実施）
　・　ハイリスクアプローチのアンケート未返信者訪問　5件

②　介護予防ケアマネジメント事業
（市受託事業：第１号介護予防支援事業）

　　介護が必要な状態になることを予防するため、事業対象者要支援１、
　２の方々に対して、適切な介護予防・生活支援サービスが提供される
　よう支援を行った。

その他の費用 596

収入合計 29,517 支出合計 29,462

介護保険事業収益 4,312 事業費 2,538
その他の収益 18 事務費 536

収入 支出
受託金収益 25,187 人件費 25,792

うち
包括ケア会議
河東地区協議体２回
ミニケア会議４回
個別ケア会議１回

共生福祉相談員定例会（河東）開催 ４回 同　増減なし

介護支援専門員等指導 246件 同　25件増
河東地域包括ケア会議等開催 ７回 同　増減なし

当期活動増減差額 55

事業報告

相談対応 6,549件 前年度比320件減

家族介護者交流会事業 開催回数 ３回 同　増減なし
延参加者数 35名 同　11名増

oraHo体操クラブ 開催回数 91回 同　４回増
延参加者数 692名 同　61名増

介護予防教室 開催回数 21回 同　３回減
延参加者数 413名 同　32名減

年間目標 840名 目標達成率81.5％
延利用者数 685名 前年度比107名減

認知症サポーター養成講座 開催回数 ５回 同　１回増
延参加者数 94名 同　29名増
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③　介護予防支援事業
　　介護が必要な状態になることを予防するため、要支援１・２の方に
　対して適切なサービスが提供されるよう支援を行った。

年間目標 744名 目標達成率128.7％
延利用者数 958名 前年度比152名増
住宅改修支援 ５件 同　７件減
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⑱　居宅介護支援事業
（担当：在宅サービス推進室）

収支決算（決算書　128ページ～） （単位：千円）

⑴　居宅介護支援事業
    令和７年１月より人員体制が３名から２名となったことに伴い受入可能
　件数が減少したほか、特定事業所加算Ⅲ（3,230円/件）の算定要件を欠き
　算定を停止したことが大幅な減収の要因となった。

　・　要介護認定調査

その他の費用 416

収入合計 11,077 支出合計 16,575

その他の収益 5 事業費 2,155
事務費 363

収入 支出
介護保険事業収益 11,072 人件費 13,641

延調査件数 23件 同　５件減

延利用者数 908名 前年度比183名減

年間目標 36件 目標達成率63.8％

当期活動増減差額 △ 5,498

事業報告

年間目標 1,260名 目標達成率72.0％
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⑲　要介護認定調査事業
（担当：地域福祉課）

収支決算（決算書　135ページ～） （単位：千円）

⑴　要介護認定調査事業（市受託事業）
　　市から依頼された要介護認定調査については遅延なく実施した。

収入 支出
受託金収益 14,849 人件費 13,569

当期活動増減差額 △ 593

事業報告

実施件数 1,191件 前年度比84件減

その他の費用 283

収入合計 14,849 支出合計 15,442

事業費 1,539
事務費 51

依頼調査実施率 100% -
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⑳　会津若松市社会福祉事業施設団体職員共済事業
（担当：総務課）

収支決算（決算書　141ページ～） （単位：千円）

⑴　加入状況 18施設１団体 507名（前年度比16名増）
新規加入　33名（同　７名増）

⑵　給付内容
　○　退職給付金 名 円
　○　結婚祝金 名 円
　○　出産祝金 名 円
　○　弔慰金 名 円
　○　融資金 名 円

⑶　運営委員会の開催（再掲）
　①　令和７年７月16日
　　　・　令和６年度事業報告・決算について
　②　令和８年２月16日

　・　令和８年度事業計画・予算（案）について
　 　・　規程及び制度の見直しについて

貸付事業収益 137
その他の収益 901

収入 支出
会費収益 81,623 事業費 76,563

１ 10,000
３ 2,800,000

事業報告

32 76,461,674
６ 42,000
12 36,000

収入合計 82,661 支出合計 76,563
当期活動増減差額 6,098
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